
航空機モニタリングによる空間線量率の経年変化

Ⅰ
　福島県内及び周辺地域の放射線の状況は、年々変化し続けて
います。福島第一原子力発電所事故直後から現在に至るまでの
経過、また今後の見通しについて、詳細にモニタリングされて
いる実際の測定データとともに、現状を紹介します。

福島県における
空間線量率の現状
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　原子力規制委員会は、 東京電力福島第一原子力発
電所事故による放射性物質の影響のあった地域にお
ける空間線量率の変化を確認するため、発電所から
80km圏内及び圏外について継続的に航空機による
モニタリングを実施しています。
　80km圏内における空間線量率は、 2017年9月～
11月に実施された航空機モニタリング結果では、 事
故直後の2011年11月と比べ、 空間線量率は約74％*
減少しています。
　また、線量が高い地域（東京電力福島第一原子力
発電所から北西方向に伸びる領域）も、 低い地域も、 
年月の経過とともに下がってきていることが確認され
ました（図）。

［図］80km 圏内における空間線量率の分布マップの推移
資料：原子力規制委員会「福島県及びその近隣県における航空機モニタリングの測定結果について」2018 年 2 月 20 日、
　　　環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料」（2017 年度版）

事故1か月後（2011.04.29） 事故7か月後（2011.11.05）

* 本値は、対象地域を 250mメッシュに区切り、各メッシュの中心点の測定結果の比から算出しています。他の比較手法を用いた場合、減少率は異なる可能性があります。
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■航空機モニタリングによる空間線量率の経年変化
■今後の空間線量率の分布予測
■世界と福島県内の空間線量率との比較

福島県における空間線量率の現状

■森林生態系における放射性物質の動態
■樹木の部位別放射性物質濃度の分布状況
■森林内に生息する小型ほ乳類の放射性物質の影響
■渓流水や飲用沢水における放射性物質の影響
■【コラム】チェルノブイリ原子力発電所事故から得られている主な知見

森林における放射性物質の動態

■間伐による空間線量率への影響とその効果
■間伐等による土砂等及び放射性物質の移動量の把握
■林内作業時の被ばく対策[内部被ばく、外部被ばく]　

森林施業による放射性物質への影響

■安全な木材製品等を供給するための体制づくり
■製材工場等に滞留する樹皮（バーク）の処理対策
■木材で囲まれた居室を想定した場合の被ばく試算

木材の利用推進に向けた取組

■きのこ等特用林産物の出荷制限、解除の状況
■安全なきのこの出荷に向けた取組
■きのこ・山菜の放射性物質のモニタリング
■原木林の再生対策
■きのこ原木の安定供給

安全なきのこ等特用林産物の供給

■里山再生モデル事業
■ふくしま森林再生事業
■林業再生に向けた実証事業

森林・林業の再生に向けた具体的な取組

●放射性物質の基礎知識
　・放射線、放射能、放射性物質の違い
　・放射性物質の半減期
　・身の回りの放射線
●避難指示区域の指定状況等

●参考指標
　・ 　　 様々な基準・指標（ ■きのこ等の基準値  ■きのこ原木・薪・木炭・ペレット等の当面の指標値 ）
　・　　  作業安全ガイド（ ■除染特別地域等の森林での作業と放射線量の基準 ）
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